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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラシを吸引し、この内視鏡の吸引チャンネルから吸
引口金に至るチャンネル内を通過・排出して洗浄する、内視鏡の吸引洗浄に用いられる器
具において、
　上記球状ブラシを、上記洗浄液を充填する貯液容器における洗浄液水位以深の内壁面に
、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定して成り、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項２】
　内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラシを吸引し、この内視鏡の吸引チャンネルから吸
引口金に至るチャンネル内を通過・排出して洗浄する、内視鏡の吸引洗浄に用いられる器
具において、
　上記洗浄液を充填する貯液容器と、上記内視鏡先端部を上記球状ブラシの近傍に案内す
るガイド部材を備え、
　上記ガイド部材は、先細形状をなし、その先端部の内径が上記内視鏡先端部の外径より
も小さく、且つ上記球状ブラシの１個を収容可能であるとともに、上記貯液容器との間で
上記洗浄液を通過可能とする通液部を有し、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部材の先端部に近接する上記貯液容器の内壁面に、澱粉
糊及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定されているか又は
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、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部材の先端部に設けた通液部若しくは上記ガイド部材の
先端部近傍に設けた支持棒が形成する空所に、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なく
とも一方による固定若しくは押し込む固定又は両者の併用により仮固定されており、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項３】
　上記ガイド部材は、上記貯液容器の底面に向かって先細形状をなしており、上記球状ブ
ラシが、上記貯液容器の底面又は上記ガイド部材の先端部に設けた通液部若しくは該先端
部近傍に設けた上記空所に仮固定されている、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡
吸引洗浄用器具。
【請求項４】
　上記ガイド部材は、その基端部の外径が上記貯液容器の開口部径よりも大きく、当該貯
液容器の開口部近傍及びこのガイド部材の先端部近傍に、上記通液部が設けられているこ
とを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項５】
　上記球状ブラシが、上記ガイド部材の先端部に上記貯液容器の底面方向に貫通して設け
られた上記通液部に、押し込まれて仮固定されていることを特徴とする請求項４に記載の
内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項６】
　上記球状ブラシが上記貯液容器の底面に仮固定されており、上記ガイド部材の先端部側
壁に上記通液部が設けられていることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡吸引洗浄用器
具。
【請求項７】
　上記ガイド部材の側壁部に、このガイド部材の先端部方向に延在する樋状又は半筒状の
補助ガイド部を設けたことを特徴とする請求項２～６のいずれか１つの項に記載の内視鏡
吸引洗浄用器具。
【請求項８】
　上記ガイド部材は、上記貯液容器の底面から外方に先細形状をなすように突設されてい
る、ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項９】
　一つの上記貯液容器に対し複数個の上記ガイド部材を付加して成り、各ガイド部材がそ
れぞれ１個の上記球状ブラシを収容していることを特徴とする請求項２～８のいずれか１
つの項に記載の内視鏡吸引洗浄用器具。
【請求項１０】
　内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラシを吸引し、この内視鏡の吸引チャンネルから吸
引口金に至るチャンネル内を通過・排出して洗浄する内視鏡の吸引洗浄に用いられ、上記
内視鏡先端部を上記球状ブラシの近傍に案内するとともに、この内視鏡先端部に１個の上
記球状ブラシを供給する球状ブラシ供給具であって、
　上記洗浄液を充填する貯液容器内に収納可能な大きさを有し、
　先端部の内径が上記内視鏡先端部の外径よりも小さく、上記貯液容器の底面に向かって
先細形状をなし、且つ上記球状ブラシの１個を収容するガイド部と、上記貯液容器との間
で上記洗浄液を通過可能とする通液部を有し、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部の先端部に近接する上記貯液容器の内壁面に、澱粉糊
及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定されているか又は、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部の先端部に設けた通液部若しくは上記ガイド部の先端
部近傍に設けた支持棒が形成する空所に、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なくとも
一方による固定若しくは押し込む固定又は両者の併用により仮固定されており、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする球状ブラシ供給具。
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【請求項１１】
　上記貯液容器の底面形状と合致する平面形状をなし、上記ガイド部の先端部が嵌入され
る中空の支持台を付加して成り、
　この中空支持台の上面に上記通液部が穿設されていることを特徴とする請求項１０に記
載の球状ブラシ供給具。
【請求項１２】
　上記貯液容器の底面形状と合致する平面形状をなし、上記ガイド部の先端部が固定され
る支持板を付加して成り、
　このガイド部の先端部側壁に、上記通液部が穿設されていることを特徴とする請求項１
０に記載の球状ブラシ供給具。
【請求項１３】
　上記ガイド部を複数個備えることを特徴とする請求項１０～１２のいずれか１つの項に
記載の球状ブラシ供給具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、消化管などの検査等に用いられる内視鏡のチャンネル内の吸引洗浄に用いる
器具に係り、更に詳細には、内視鏡チャンネル内に球状ブラシを洗浄液とともに吸引挿通
させてその内部を洗浄する際に使用する器具、特に球状ブラシの内視鏡への簡易且つ確実
な吸引ないしは供給を可能にする器具、及び球状ブラシ供給具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、開腹することなく体内を検査したり、患部を切除、治療したりする医療器具
である。しかし、内視鏡による感染事故が国内外で数多く報告されるようになっており、
内視鏡を用いる検査や治療における感染防止は、医療従事者の重大な責務とされている。
　このような背景の下、日本消化器内視鏡技術師会は、内視鏡の洗浄・消毒に関するガイ
ドラインを公表しており（例えば、非特許文献１及び非特許文献２参照。）、現時点で可
能な範囲での洗浄・消毒の実施を推奨している。
【非特許文献１】「内視鏡の洗浄・消毒に関するガイドライン」、日本消化器内視鏡技術
師会、１９９６年、第１版
【非特許文献２】「内視鏡の洗浄・消毒に関するガイドライン」、日本消化器内視鏡技術
師会、２００４年、第２版
【０００３】
　上記ガイドライン第２版による内視鏡の洗浄方法につき、図１４に示した一般的内視鏡
の概略断面図を参照しつつ説明すると、
　「内視鏡の洗浄・消毒」の欄の「ベッドサイドの洗浄（患者から抜去直後の洗浄）」の
項において、
（１）内視鏡５０の外部をガーゼや布で拭く。
（２）吸引チャンネル５１内の洗浄を行う。洗浄は酵素洗剤液を２００ｍｌ吸引する。
（３）Ａ／Ｗ（空気／水）チャンネル洗浄アダプターを装着し、送気・送水チャンネル５
２、５３の洗浄を行う。
などと記載されている。
【０００４】
　そして、同「吸引・鉗子チャンネルのブラッシング」の項には、
「チャンネル掃除用のブラシで吸引・鉗子チャンネルの３カ所すべてに行う。」と記載さ
れ、また、ブラッシングの回数については、「目視で汚れが落ちていればその回数で終了
してもよい。」などとしている。
【０００５】
　なお、図１４において、符号５０ａは内視鏡の先端部、５４ａは鉗子口、５５は送気・
送水ボタン、５６は吸引ボタン、５７はユニバーサルコード部、５８は吸引口金、５９は
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コネクター部、６０は送水タンクを示している
【０００６】
　こうして吸引チャンネル５１、鉗子チャンネル５４内がブラッシングされた内視鏡５０
は、その後の洗浄・消毒工程、即ち酵素洗剤液への浸漬、すすぎ、消毒、消毒剤のすすぎ
及び乾燥の工程を経て保管されるとしている。
【０００７】
　また、従来、内視鏡のチャンネル内を洗浄する方法として、本発明者らの一部が次のよ
うな球状ブラシを用いる２種類の方法を提案している。
　まず、１つの方法は、内視鏡の挿入部の先端を手動回転用バネによる回転駆動部の装着
部に差し込んで接続し、球状ブラシ充填送出部を操作して球状ブラシの送り出しを可能と
した球状ブラシ送り出し装置を容器内の洗浄薬液中に沈め、吸引口金（図１４では符号５
８）方向からの陰圧力により球状ブラシを洗浄薬液とともに一定時間差を持たせて１個ず
つ連続的に吸引移動させて内視鏡の吸引・鉗子チャンネル内のブラッシングを自動的に行
う方法である（例えば、特許文献１参照。）。
【０００８】
　一方、他の方法は、ピストル型に形成した球状ブラシの送り出し器具、即ち操作レバー
を操作すると、爪板でラチェット歯車を介して回転軸を所定の角度だけ回転し、該回転軸
の先端に着脱自在に備えられた球状ブラシ保持板を回転してその保持孔を洗浄液吸入管と
洗浄すべき内視鏡に通ずる連通孔とを合致させることで、１回の操作で１つの球状ブラシ
が洗浄液とともに、吸引口金（図１４では符号５８）方向からの陰圧力により内視鏡チャ
ンネル内に送り出されるように構成された器具を用いて内視鏡チャンネル内をブラッシン
グ洗浄する方法である（例えば、特許文献２参照。）
【特許文献１】特開２００１－７０２４３号公報
【特許文献２】特開２００４－２４８４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、かかる従来の洗浄方法では、上述の如く球状ブラシ充填送り出し装置や
球状ブラシの送り出し器具が構造的に複雑であるばかりではなく、これらの装置や器具は
再使用のための洗浄、消毒を必要とし、更には、操作や内視鏡先端部の装着が簡単ではな
い等その作業性が必ずしも満足すべきものではなかった。
【００１０】
　また、内視鏡使用直後のチャンネル内のブラッシング作業では、従事者の手が汚染物で
汚染されているため、手動による装置や器具の使用を極力避けること、更には片手でも球
状ブラシの吸引操作ができることなどが望まれている。
【００１１】
　本発明は、このような従来技術の有する課題に鑑みてなされたものであり、その目的と
するところは、内視鏡の吸引・鉗子チャンネル内を球状ブラシを用いて吸引洗浄するに際
し、この球状ブラシを簡易な操作で容易にチャンネル内に吸引させ得る内視鏡吸引洗浄用
器具及び球状ブラシ供給器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは、上記目的を達成すべく鋭意検討を重ねた結果、内視鏡先端部を洗浄液と
ともに容器内に収容された球状ブラシの近傍に直接位置させて吸引することにより、球状
ブラシを内視鏡チャンネル内に容易に吸引、挿通でき、効果的に洗浄できること、また、
この球状ブラシを容器の底部などに、特定の接着剤による固定及び押し込む固定の少なく
とも一方により緩やかに仮固定することにより、球状ブラシの吸引のための内視鏡先端部
の位置決めがより容易になること、などを見出し、本発明を完成するに至った。
【００１３】
　即ち、本発明の第１の内視鏡吸引洗浄用器具は、内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラ
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シを吸引し、この内視鏡の吸引チャンネルから吸引口金に至るチャンネル内を通過・排出
して洗浄する、内視鏡の吸引洗浄に用いられる器具において、
　上記球状ブラシを、上記洗浄液を充填する貯液容器における洗浄液水位以深の内壁面に
、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定して成り、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする。
【００１４】
　一方、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具は、内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラ
シを吸引し、この内視鏡の吸引チャンネルから吸引口金に至るチャンネル内を通過・排出
して洗浄する、内視鏡の吸引洗浄に用いられる器具において、
　上記洗浄液を充填する貯液容器と、上記内視鏡先端部を上記球状ブラシの近傍に案内す
るガイド部材を備え、
　上記ガイド部材は、先細形状をなし、その先端部の内径が上記内視鏡先端部の外径より
も小さく、且つ上記球状ブラシの１個を収容可能であるとともに、上記貯液容器との間で
上記洗浄液を通過可能とする通液部を有し、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部材の先端部に近接する上記貯液容器の内壁面に、澱粉
糊及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定されているか又は
、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部材の先端部に設けた通液部若しくは上記ガイド部材の
先端部近傍に設けた支持棒が形成する空所に、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なく
とも一方による固定若しくは押し込む固定又は両者の併用により仮固定されており、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする。
【００１５】
　また、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の好適形態は、上記ガイド部材は、上記貯
液容器の底面に向かって先細形状をなしており、上記球状ブラシが、上記貯液容器の底面
又は上記ガイド部材の先端部に仮固定されている、ことを特徴とする。
【００１６】
　更に、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の好適形態は、上記ガイド部材は、そ
の基端部の外径が上記貯液容器の開口部径よりも大きく、当該貯液容器の開口部近傍及び
このガイド部材の先端部近傍に、上記通液部が設けられていることを特徴とする。
【００１７】
　更にまた、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の好適形態は、上記球状ブラ
シが、上記ガイド部材の先端部に上記貯液容器の底面方向に貫通して設けられた上記通液
部に、押し込まれて仮固定されていることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の好適形態は、上記球状ブラシが上記
貯液容器の底面に仮固定されており、上記ガイド部材の先端部側壁に上記通液部が設けら
れていることを特徴とする。
【００１９】
　更に、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の好適形態は、上記ガイド部材の側壁
部に、このガイド部材の先端部方向に延在する樋状又は半筒状の補助ガイド部を設けたこ
とを特徴とする。
【００２０】
　更にまた、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の好適形態は、上記ガイド部材は
、上記貯液容器の底面から外方に先細形状をなすように突設されており、上記球状ブラシ
が、このガイド部材の先端部に仮固定されている、ことを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の好適形態は、一つの上記貯液容
器に対し複数個の上記ガイド部材を付加して成り、各ガイド部材がそれぞれ１個の上記球
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状ブラシを収容していることを特徴とする。
【００２２】
　更にまた、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の好適形態は、上記仮固定が、上
記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であることを特徴とする。
【００２３】
　一方、本発明の球状ブラシ供給具は、内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラシを吸引し
、この内視鏡の吸引チャンネルから吸引口金に至るチャンネル内を通過・排出して洗浄す
る内視鏡の吸引洗浄に用いられ、上記内視鏡先端部を上記球状ブラシの近傍に案内すると
ともに、この内視鏡先端部に１個の上記球状ブラシを供給する球状ブラシ供給具であって
、
　上記洗浄液を充填する貯液容器内に収納可能な大きさを有し、
　先端部の内径が上記内視鏡先端部の外径よりも小さく、上記貯液容器の底面に向かって
先細形状をなし、且つ上記球状ブラシの１個を収容するガイド部と、上記貯液容器との間
で上記洗浄液を通過可能とする通液部を有し、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部の先端部に近接する上記貯液容器の内壁面に、澱粉糊
及びエマルション型接着剤の少なくとも一方による固定により仮固定されているか又は、
　上記球状ブラシが、上記ガイド部の先端部に設けた通液部若しくは上記ガイド部の先端
部近傍に設けた支持棒が形成する空所に、澱粉糊及びエマルション型接着剤の少なくとも
一方による固定若しくは押し込む固定又は両者の併用により仮固定されており、
　上記仮固定が、上記内視鏡先端部を介する吸引により解除される程度の固定であること
を特徴とする。
【００２４】
　また、本発明の球状ブラシ供給具の好適形態は、上記貯液容器の底面形状と合致する平
面形状をなし、上記ガイド部の先端部が嵌入される中空の支持台を付加して成り、
　この中空支持台の上面に上記通液部が穿設されていることを特徴とする。
【００２５】
　更に、本発明の球状ブラシ供給具の他の好適形態は、上記貯液容器の底面形状と合致す
る平面形状をなし、上記ガイド部の先端部が固定される支持板を付加して成り、
　このガイド部の先端部側壁に、上記通液部が穿設されていることを特徴とする。
【００２６】
　更にまた、本発明の球状ブラシ供給具の他の好適形態は、上記ガイド部を複数個備える
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、内視鏡先端部を洗浄液とともに容器内に収容された球状ブラシの近傍
に直接位置させて吸引することなどとしたため、内視鏡の吸引・鉗子チャンネル内を球状
ブラシを用いて吸引洗浄するに際し、この球状ブラシを簡易な操作で容易にチャンネル内
に吸引させ得る内視鏡吸引洗浄用器具及び球状ブラシ供給器具を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の内視鏡吸引洗浄用器具につき詳細に説明する。
【００２９】
　上述の如く、本発明の第１及び第２の内視鏡吸引洗浄用器具は、内視鏡の吸引洗浄に用
いられる器具である。通常、内視鏡の吸引洗浄は、内視鏡の先端部から洗浄液と球状ブラ
シを吸引し、これらを当該内視鏡の吸引チャンネルから吸引口金に至るチャンネル内を通
過させ、排出することによって行われる。
【００３０】
　また、本発明の第１の内視鏡吸引洗浄用器具は、球状ブラシを、洗浄液を充填する貯液
容器における洗浄液水位以深の内壁面に仮固定して成る。
　一方、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具は、上記貯液容器と、内視鏡先端部を球状
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ブラシの近傍に案内するガイド部材を備えるもので、このガイド部材は、その先端部の内
径が内視鏡先端部の外径よりも小さく、球状ブラシの１個を収容可能であるとともに、貯
液容器との間で上記洗浄液を通過可能とする通液部を有するものである。なお、球状ブラ
シは、ガイド部材の先端部近傍に仮固定されている。
【００３１】
　ここで、本発明で対象とする内視鏡としては、硬性鏡、軟性鏡のいずれでもよく、例え
ば、上部消化管（食道、胃、十二指腸、胆道など）内視鏡、下部消化管（大腸、小腸など
）内視鏡、気管支内視鏡、腹腔鏡、胸腔鏡、関節鏡、縦隔鏡、子宮鏡、電子内視鏡、及び
超音波内視鏡などを挙げることができるが、これらに限定されるものではない。
【００３２】
　また、内視鏡には、先端部の外径やチャンネル内径が異なる種々のものがあり、一般的
なものとしては、先端部の外径５～１７ｍｍ、チャンネル内径２～４ｍｍ程度のものが、
また、特殊なものとしては、先端部外径３～５ｍｍ、チャンネル内径１～２ｍｍ程度のも
のが挙げられる。
【００３３】
　更に、洗浄対象であるチャンネルについて、「内視鏡先端部から吸引チャンネルの吸引
口金に至るチャンネル内」とは、内視鏡先端部の鉗子チャンネルから吸引チャンネルの基
部（吸引口金）までのチャンネル内を意味するものとする（図１４参照。）。
【００３４】
　なお、洗浄液を充填するのに用いる貯液容器については、特に限定されるものではない
が、洗浄液を溜めておける安定性のある形状を有するものが好ましい。
　また、この貯液容器の形式としては、後述するように、その底部にガイド部材の一部又
は全部を収容するもの、及びその底部から外方にガイド部材を突設されるものが挙げられ
る。
　そして、その容量については、特に制限はなく、後述するガイド部材や球状ブラシ供給
具の構造等により適宜選択されるが、球状ブラシ供給具の場合には、それを収容し得るも
のであることが望ましい。
　また、洗浄液を変質させたりしない限り、材質についても特に限定されるものではなく
、紙、樹脂、金属、ガラス及びセラミックス製のものを使用できる。
【００３５】
　また、本発明で使用する球状ブラシは、全体形状が球状をなし、洗浄液を含浸させたと
きに洗浄対象となるチャンネルの内径より大きく、そして、洗浄液とともにチャンネル内
に挿通させた際にチャンネル内壁に接触し、圧した状態で吸引力により移動可能なもので
、チャンネル内壁の付着物、例えば粘液等の分泌物、血液、組織片等の外、ウィルス、細
菌その他の各種微生物等の汚染物を除き得るものであれば、公知のものを含めどのような
ものでもよい。
【００３６】
　なお、内視鏡には、上述の如く、チャンネル内径が種々異なるものがあるが、使用する
球状ブラシとしては、例えば、直径１～５ｍｍのものなどが用いられ、チャンネル内を効
果的に洗浄できる大きさ（外径）のものを適宜選択することができる。
　代表的には、洗浄液を含浸した状態で、吸引力による移動時にチャンネル内に詰まるこ
とがない限りできるだけ大きな球状ブラシを選択するのが好適である。
　例えば、内視鏡チャンネルの内径が２．８ｍｍの場合には、下記のワンステップ社製の
球状ブラシでは外径３．０～３．１ｍｍのものが好適である。
【００３７】
　以下、球状ブラシにつき、本発明者らの一部の者の提案に係る２つの例を説明する。
　まず、第１例目としては、上記特許文献２に記載のものであるが、（１）多孔質繊維構
造体による硬い密な芯材と該芯材の外面に施された柔軟な荒い表面材との二重構造の球状
体に形成されたもので、芯材及び表面材はともに無数の極細繊維が凝集して三次元的に絡
合した多孔質繊維構造体で形成されているものを挙げることができる。
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【００３８】
　この場合、極細繊維としては、可撓性繊維であるとともに、ある程度の親水性を有する
ものが好ましく、更にある程度の親水性とある程度の疎水性を兼備することがより好まし
い。また、極細繊維の素材としては、例えばエチレンビニルアルコール系共重合体とポリ
エチレンテレフタレートとの多層分割型極細繊維を用いるほか、アクリルアミドを１成分
とする共重合体、ポリ乳酸等を用いるのが好ましい。
【００３９】
　また、（２）微細な凹凸を有する繊維を球状に丸め絡み合わせた繊維のみで形成された
ものや、（３）表面に微細な溝、孔若しくは凹凸を有するスポンジその他の弾性材を球状
に形成した球体から成るもの、（４）微細凹凸繊維の球状体の中心内部にスポンジその他
の弾性材から成る弾性芯材を埋め込んで、内部に弾性力を保有して形成した球体から成る
ものを例示することができる。
【００４０】
　なお、かかる球状ブラシの製法としては、エチレン－ビニルアルコール共重合体とポリ
エチレンテレフタレートにより多層分割型極細繊維（断面１０μｍ２）の短繊維を作製し
、この短繊維を丸めて造粒する方法を挙げることができ、これにより、多孔質の球状ブラ
シ（例えば、外径２．５ｍｍ）を製造できる。
【００４１】
　一方、球状ブラシの第２例目としては、上記特許文献１に記載のものであるが、（１）
軟性ゴム体で形成された球体に無数のナイロン製ブラシ用毛の基部をその表面に埋設して
植毛されたもの、（２）軟性ゴム体で形成された球体の表面に接着剤を塗布し、この接着
層にブラシ用毛（短繊維）を静電気の力で吸い付けて植毛されたものを挙げることができ
る。
【００４２】
　また、本発明の内視鏡吸引洗浄用器具とともに使用する洗浄液としては、特に限定され
ず、従来公知の内視鏡チャンネルの洗浄液を用いることができ、例えば、水、酵素（脂肪
、タンパク質分解酵素）洗剤液を例示できる。
【００４３】
　更に、本発明において、球状ブラシは、洗浄液を充填する貯液容器における洗浄液水位
以深の内壁面、又はガイド部材の先端部近傍に仮固定されるが、この仮固定は、内視鏡先
端部を介した吸引により解除される程度の固定であることを意味する。
　詳細には、内視鏡先端部からの吸引力により、又は内視鏡先端部からの吸引力による洗
浄液の流入力により、球状ブラシが容器内壁面、特に底面やガイド部材の先端部近傍から
容易に離脱できる一方で、洗浄液を内視鏡吸引洗浄用器具に注入した際、その乱流によっ
ても球状ブラシが容器底面などから離脱しない程度を意味する。
【００４４】
　なお、「貯液容器における洗浄液水位以深の内壁面に仮固定する」とは、貯液容器の内
壁面であって、充填された洗浄液の水位より深い位置に当たる内壁面部位、特に底面に仮
固定することを意味する。
　また、「ガイド部材の先端部近傍に仮固定する」とは、後述するガイド部材の先端部に
仮固定する場合のみならず、ガイド部材の先端部に近接する貯液容器の内壁面、特に底面
に仮固定する場合も含む意である。
　また、仮固定には、具体的には、澱粉糊やエマルション型接着剤などの接着剤による固
定、ガイド部材の先端部に設けた通液部（例えば、円形、三角形、矩形、その他各種形状
の開口）に球状ブラシを押し込む固定や、両者の併用などがある。
　更には、支持棒を三方、四方などの多方向から所定位置に延在させ、これら支持棒が形
成する所定位置（中心）近傍の空所に球状ブラシを押し込んで固定してもよい。
　更にまた、後述するガイド部材の材質については特に限定されるものではなく、例えば
、樹脂、金属、ガラス、セラミックス及び紙などが挙げられる。
【実施例】
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【００４５】
　以下、本発明を図面を参照しつつ若干の実施例により更に詳細に説明するが、本発明は
これら実施例に限定されるものではない。
【００４６】
（実施例１）
　図１は、本発明の第１の内視鏡吸引洗浄用器具の一実施例を示す断面及び平面図である
。
　同図において、この器具１は、洗浄液４０が充填された貯液容器１０を有しており、貯
液容器１０の底面中央部には球状ブラシ３０が接着剤で仮固定されている。
　器具１の洗浄液４０に、図示しない内視鏡先端部を浸入させ、球状ブラシ３０に接近さ
せて吸引を行うと、球状ブラシ３０の仮固定が解除されて貯液容器１０の底面から離脱し
、球状ブラシ３０は内視鏡チャンネル内に吸引され、その洗浄に供される。
【００４７】
　本実施例では、１個の貯液容器１０につき１個の球状ブラシ３０が設置されているので
、例えば３回の吸引洗浄を実行しようとすれば、器具１を３個必要とすることになる。
　但し、極めて簡易な構成で、吸引洗浄に用いる球状ブラシを確実に内視鏡チャンネル内
に供給でき、しかも器具１は安価であり、使い捨て仕様（ディスポーザブル）なので、再
洗浄などは必要がないという利点がある。
【００４８】
　なお、複数個、例えば３個の球状ブラシ３０を貯液容器１０の底面に仮固定すれば、１
個の器具１で３回の吸引洗浄を満足させることができるが、この場合、各球状ブラシを適
切な間隔をもって離間させておくことが望ましい。
　かかる場合、各球状ブラシは仮固定されているので、適切に離間させておけば、ある球
状ブラシを吸引する際に他の球状ブラシが同時に吸引されることはない。従って、複数個
同時吸引による内視鏡チャンネルの詰まりという不具合を招くこともない。
【００４９】
（実施例２）
　図２は、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の一実施例を示す断面及び平面図である
。
　同図において、この内視鏡吸引洗浄用器具２は、貯液容器１０にガイド部材２０が一体
的に付加されて構成されている。
【００５０】
　本実施例において、ガイド部材２０は、その基端部側から貯液容器１０の底面方向に向
かって先細となるテーパ状をなしており、その先端部において上記底面方向に穿設された
通液口２１に、１個の球状ブラシ３０を押圧仮固定されて収容している。
　また、ガイド部材２０と貯液容器１０とは貯液容器１０の開口部に相当する部位で一体
化されているが、この部位には通液口１１が穿設されており、この通液口１１は先端部の
通液口２１（水平断面は円形）とともにガイド部材２０と貯液容器１０とを連通させてお
り、洗浄液４０が両者間を移動可能な状態にしている。
　なお、本例において、ガイド部材２０の基端部の外径は、貯液容器１０の開口部径より
も大きく形成されている。
　また、上述したガイド部材２０と貯液容器１０とが一体化されている部位におけるガイ
ド部材２０の先端部方向部分を別体とし、その位置で嵌合する構造とすることもできる。
これにより、器具２の製造もより容易になる。
【００５１】
　上述の如き構成を有する器具２に対し、内視鏡先端部５０ａをガイド部材２０の内壁に
接触させたまま徐々に降下させると、内視鏡先端部５０ａはガイド部材２０の先端部の方
へ案内されるが、ガイド部材２０の先端部の内径は内視鏡先端部５０ａの外径よりも小さ
いので、ガイド部材２０の先端部に到達する前にその中途部位で停止し、位置決めが行わ
れる（図２参照。）。なお、ガイド部材２０は先細形状をなしているので、内視鏡先端部
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の各種形状に対応して自動的に位置決めがなされる。
【００５２】
　この位置決め状態において、内視鏡先端部５０ａの外周壁部とガイド部材２０の内周壁
部とはほぼ液密に接合しており、また、内視鏡先端部５０ａと球状ブラシ３０とが接触し
ないスペースが確保されていることになる。
　更には、内視鏡先端部５０ａの外周壁部と接するガイド部材２０の内周壁部の近傍にシ
リコーン等の柔軟な材料をコーティングすることにより、両者の接合をより確実にするこ
とができる。
　かかるスペースは球状ブラシの吸引に支障がなければよく、特に制限はないが、代表的
には、５～２０ｍｍ程度の高さとすればよい。
　なお、内視鏡先端部における鉗子チャンネルは、図示した如く通常は偏心しているが、
それに拘わりなく、球状ブラシは洗浄液とともに円滑に吸引される。
【００５３】
　上記の位置決め完了後、内視鏡を吸引運転すると、ガイド部材２０の基端部上方から充
填された洗浄液４０は通液口１１及び２１を介して図示矢印の方向に移動し、ガイド部材
先端の通液口２１に仮固定された球状ブラシ３０と一緒に内視鏡の吸引チャンネル５１に
流入し、内視鏡の吸引洗浄に供される。
【００５４】
　ここで、本実施例のような器具を用いた内視鏡の吸引洗浄について図１３を参照しつつ
説明すると、まず、体内から抜去直後の内視鏡５０の外部をガーゼや布で拭いた後、内視
鏡先端部から洗浄液（酵素洗剤液）を吸引してチャンネル内を洗浄する。
　次いで、Ａ／Ｗチャンネル洗浄アダプターを装着し、送気・送水チャンネル内を洗浄す
る。
【００５５】
　その後、洗浄液４０を充填した吸引洗浄用器具２のガイド部材の内壁に沿って、内視鏡
先端部５０ａを下降させてセットし、内視鏡の吸引ボタンをＯＮすると、トラップ６１を
介して減圧ポンプ６２によって内視鏡吸引チャンネルが陰圧状態となり、器具２の洗浄液
４０とともに球状ブラシ３０がこの吸引チャンネルに吸引される（図１３参照。）。
　吸引された球状ブラシ３０は、洗浄液とともに吸引チャネル内を通過しながら洗浄し、
ユニバーサルコード部５７を経て吸引口金５８に到達し、更にトラップ６１中に排出され
、これにより、吸引洗浄（第１回目）が終了する。
　なお、球状ブラシ３０は、トラップ６１等での排出確認を容易にするために着色しても
よい。
【００５６】
　第２回目や第３回目の吸引洗浄を行う場合には、使用により球状ブラシ３０が離脱した
器具２を、球状ブラシ３０が仮固定されている新しい器具２と順次取り替えて上記同様の
操作を行えばよい。
　この際、使用した器具２はその都度残余の洗浄液４０とともに廃棄される。
【００５７】
　しかる後、一般的には、部分洗浄用ブラシ（図示せず）によって、鉗子口５４ａから鉗
子チャンネルと吸引チャンネルとの分岐点まで、吸引ボタン５６近傍、及び吸引口金５８
近傍を洗浄する（図１４参照。）。
　このようにして、チャンネル内が洗浄された内視鏡は、その後更に、酵素洗剤液への浸
漬、すすぎ、消毒、消毒剤のすすぎ、乾燥等の諸工程を経て処理され、次の使用に備えて
保管される。
【００５８】
　上述のように、本実施例の吸引洗浄用器具を用いれば、内視鏡先端部を球状ブラシ近傍
の所望位置に簡単に案内でき、１個の球状ブラシを内視鏡チャンネル内に確実に供給する
ことができ、内視鏡の吸引洗浄作業が大幅に簡略化及び効率化される。
　また、本実施例の吸引洗浄用器具は、安価で使い捨て仕様の物品であるため、その後の
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メンテナンスを必要とせず、この点においても大幅な作業効率の改善をもたらす。
　なお、本実施例などの本発明の吸引洗浄用器具を使用するに際しての転倒防止の観点か
ら、専用の器具立てを用いるのも有効である。
【００５９】
（実施例３）
　図３に、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す。
　なお、以下の実施例などにおいて、上述の実施例の場合と実質的に同一の部材・箇所に
は同一の符号を付し、その説明を省略する。
　図３に示した吸引洗浄用器具３は、球状ブラシ３０が貯液容器１０の底面中央部（実質
的にはガイド部材２０の先端部）に仮固定されており、ガイド部材２０の先端部の周壁部
に半径方向に穿設された通液口２２が２個設けられている以外は、図２に示した器具２と
ほぼ同一の構成を有する。
　この器具３は、上記器具２と同様に用いられて同等の作用効果を発揮するが、その説明
は省略する。
【００６０】
（実施例４）
　図４は、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す断面及び平面図であ
る。
　同図に示した吸引洗浄用器具４は、ガイド部材２０の中途部に円筒部２０Ｃを有し、ま
た、通液口１１の代わりに円筒部２０Ｃの下端部でガイド部材２０の先端部方向部分を支
持する鍔状支持板１４に、円弧状の通液切欠１２を有する以外は、図２に示した器具２と
同様の構成を有する。
　この器具４も上記器具２と同様に用いられて同等の作用効果を発揮する。
　なお、この鍔状支持板１４を有するガイド部材２０の先端部方向部分を別体とし、その
位置で嵌合する構造とすることもできる。
　また、図示していないが、この鍔状支持部材１４の部位においては、ガイド部材２０の
先端部方向部分の上端縁部と円筒部２０Ｃの内壁とが離間しているので、内視鏡先端部の
案内をより容易にするために、ガイド部材２０の側壁部にその先端方向に延在する樋状又
は半円筒状の補助ガイドを設けるのが好適である。
【００６１】
（実施例５）
　図５に、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の実施例を示す。
　同図に示した吸引洗浄用器具５は、複数個のガイド部材２０α、２０β及び２０γを１
つの貯液容器１０に付加した構成を有し、ガイド部材２０α、２０β及び２０γは一体的
に構成されており、これらの相互間に通液口１１が設けられている。また、各ガイド部材
は貯液容器１０内に収容されている。
　なお、その基部で立設並置可能に水平に連結して支持する支持板１５を有する複数個の
ガイド部材２０α、２０β及び２０γを別体とし、その位置で嵌合する構造とすることも
できる。
【００６２】
　この器具５も上記器具２と同様に用いられて同等の作用効果を奏するが、この器具５に
よれば、第３回目までの吸引洗浄を１個の器具５によって実現することができ、いっそう
効率的であるばかりか、内視鏡チャンネルの吸引洗浄において推奨されている３回の吸引
洗浄を行うのに極めて適している。
【００６３】
（実施例６）
　図６に、本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す。
　この吸引洗浄用器具６も、上記器具５と同様に、１つの貯液容器１０に対して複数個の
ガイド部材２０α、２０β及び２０γが付加された構成を有するが、通液口１１の代わり
に各ガイド部材の外周壁部において先端部側に延在する通液路（Ｕ字状の溝）１３が形成
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されている。
　また、ガイド部材２０α、２０β及び２０γは、貯液容器１０の底面から外方、即ち本
例では鉛直下向きに突設されており、それぞれ鉛直下向きの方向に先細形状をなしている
。
　この器具６も上記器具５と同様に用いられて同等の作用効果を奏する。
【００６４】
（実施例７）
　図７は、本発明の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の実施例を示す側面及び平面図である
。　同図に示した吸引洗浄用器具７は、ガイド部材２０α、２０β及び２０γの周壁部に
その先端部に延在する樋状のガイド溝（補助ガイド）２３が設けられている以外は、実施
例５に示した器具５と同様の構成を有するものである。なお、その基部で立設並置可能に
水平に連結して支持する支持板１６を有する複数個のガイド部材２０α、２０β及び２０
γを別体とし、その位置で嵌合する構造とすることもできる。
　この器具７も上記器具５と同様に用いられて同等の作用効果を奏するが、ガイド溝２３
に起因して、更に良好な内視鏡先端部に対する案内・位置決め機能を発揮する。
【００６５】
　なお、図８は、本発明における球状ブラシの仮固定状態の他の例を示す平面図である。
　上述のような球状ブラシ３０の仮固定は、図８に示すように、例えば三角孔状の通液口
２１に対して球状ブラシ３０を押し込むことによって行うことができるし、また、三方か
ら中心部に延びる支持棒７０によって形成されるスペースに球状ブラシ３０を装着ないし
は着座させてもよい。かかる支持棒７０は、ガイド部材の先端部内の底部、側壁などの適
当な位置に固定される。
　また、これらの仮固定方法と接着剤による仮固定方法を併用することも可能である。
【００６６】
（実施例８）
　図９は、本発明の球状ブラシ供給具の一実施例を示す断面及び平面図である。
　同図において、この球状ブラシ供給具８は、上述したガイド部材と同様の機能を果たす
ものであるが、貯液容器１０に収容される大きさを有し、この貯液容器１０の底面に向か
って先細形状をなすガイド部８０と、その先端部に仮固定された１個の球状ブラシ３０を
備え、この先端部の内径は、図示しない内視鏡先端部の外径よりも小さく形成されている
。
【００６７】
　また本実施例において、この球状ブラシ供給具８は支持台８１にその先端部を嵌入した
構造を有しており、支持台８１は貯液容器１０の底面形状と合致する平面形状を有し、円
形蓋を伏せたような構造（中空支持台）を有し、その上面には洗浄液の流通を可能にする
通液口８２が設けられている。
　なお、この球状ブラシ供給具８では、その先端に設けられた通液口８４に球状ブラシを
押し込むことで、球状ブラシの仮固定がなされている。
【００６８】
　以上のような構成を有する球状ブラシ供給具８を洗浄液を満たした貯液容器１０内に配
置し、図示しない内視鏡先端部をガイド部８０に沿わせて下降すると、内視鏡先端部は球
状ブラシ３０の近傍に案内されるとともに、位置決めされる。
　この状態で内視鏡を吸引運転すれば、上述した内視鏡吸引洗浄用器具と同様の作用効果
が達成される。
　なお、本実施例における球状ブラシ供給具８の先端部を中空の支持台８１に垂直に嵌入
する代わりに、この球状ブラシ供給具８の先端部より上方でその基端部（上端部）迄のい
ずれかの水平部位を、この中空の支持台８１に垂直に嵌入する以外は、本実施例に記載し
たと同様に構成して球状ブラシ供給具としてもよい。
【００６９】
（実施例９）
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　図１０は、本発明の球状ブラシ供給具の他の実施例を示す断面及び平面図である。
　この球状ブラシ供給具９は、支持台８１の代わりに支持板８３を用い、通液口８４の代
わりに側方に開口した通液口８５を設けた以外は、図９に示した球状ブラシ供給具８と同
様の構成を有する。
　この球状ブラシ供給具９は、球状ブラシ供給具８と同様に用いられて同様の作用効果を
発揮する。
【００７０】
（実施例１０）
　図１１は、本発明の球状ブラシ供給具の更に他の実施例を示す断面及び平面図である。
　この球状ブラシ供給具８’は、図９に示すブラシ供給具８において、１個の円形（平面
形状）支持台８１につき複数個、特に３個のガイド部８６を設けたような構成で、実質上
３個の球状ブラシ供給具を備えた構成を有している。但し、当該ガイド部８６は円形支持
台８１と一体形成されており、その内部スロープ８６ａが先細形状をなしている。
　また、３個のガイド部８６は、円形支持台８１の中心に対して均等に散在するように配
設されており、各先端部を結ぶとほぼ正三角形が形成されるようになっている。
【００７１】
　この球状ブラシ供給具８’も、上述の如き球状ブラシ供給具と同様に用いられて同様の
作用効果を発揮するが、図５に示した内視鏡吸引洗浄用器具５と同様に、第３回目までの
吸引洗浄を１個の球状ブラシ供給具８’によって実現することができ、いっそう効率的で
あるばかりか、内視鏡チャンネルの吸引洗浄において推奨されている３回の吸引洗浄を行
うのに極めて適している。
　更に、本実施例の球状ブラシ供給具８’は、その形状から縦方向に積み重ねが容易であ
り、省スペース化を実現できる。
【００７２】
（実施例１１）
　図１２は、本発明の球状ブラシ供給具の他の実施例を示す側面及び平面図である。
　この球状ブラシ供給具９０は、貯液容器内に収容される大きさで、複数個のガイド部８
０α、８０β、８０γを設けた構成を有している。そして、これらの複数個のガイド部８
０α、８０β、８０γは、その各上端部で水平に連結し支持する支持板９１に設けられた
開口部に嵌入固定され、貯液容器内に立設並置可能となっている。
【００７３】
　また、本実施例では、ガイド部８０α、８０β、８０γの先端部の上下方向に通液口が
設けられ、且つその各先端部の近傍には、空間保持部材９２が設けられており、貯液容器
の底部との間に空間が確保されている。なお、上記支持板９１には、洗浄液の流通を可能
にする通液口８２が設けられている。
【００７４】
　この球状ブラシ供給具９０は、球状ブラシ供給具８’と同様に用いられて同様の作用効
果を奏し、更にその形状から縦方向への積み重ねが容易である。
　なお、この水平支持板９１は、当該ガイド部８０α、８０β、８０γの上端部から先端
部の下端部までのいずれかの水平位置に設ければよい。
　そして、この支持板９１をガイド部８０α、８０β、８０γの下端部に設ける場合には
、この支持板９１には通液口を設ける必要はなく、その各線端部の側壁に通液口を設けれ
ばよい。
【００７５】
　以上、本発明を若干の実施例により詳細に説明したが、本発明はこれら実施例に限定さ
れるものではなく、本発明の要旨の範囲内において種々の変形が可能である。
　例えば、通液口の形状や個数は特に限定されるものではなく適宜変更が可能である。ま
た、貯液容器１個当たりのガイド部材や球状ブラシ供給具の設置個数は１個又３個に限定
されるものではない。
【図面の簡単な説明】
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【００７６】
【図１】本発明の第１の内視鏡吸引洗浄用器具の一実施例を示す断面及び平面図である。
【図２】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の一実施例を示す断面及び平面図である。
【図３】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す断面及び平面図である
。
【図４】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す断面及び平面図である
。
【図５】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の実施例を示す側面及び平面図で
ある。
【図６】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の他の実施例を示す側面及び平面図である
。
【図７】本発明の第２の内視鏡吸引洗浄用器具の更に他の実施例を示す側面及び平面図で
ある。
【図８】本発明における球状ブラシの仮固定状態の例を示す平面図である。
【図９】本発明の球状ブラシ供給具の一実施例を示す断面及び平面図である。
【図１０】本発明の球状ブラシ供給具の他の実施例を示す断面及び平面図である。
【図１１】本発明の球状ブラシ供給具の更に他の実施例を示す断面及び平面図である。
【図１２】本発明の球状ブラシ供給具の他の実施例を示す側面及び平面図である。
【図１３】本発明の内視鏡吸引洗浄用器具を用いた内視鏡の吸引洗浄についての説明図で
ある。
【図１４】一般的な内視鏡の概略断面図である。
【符号の説明】
【００７７】
　１，２，３，４，５，６，７　　内視鏡吸引洗浄用器具
　８，８’，９，９０　　球状ブラシ供給具
１０　　貯液容器
１１　　通液口
１２　　通液切欠
１３　　通液路
１４，１５，１６，８３，９１　　支持板
２０　　ガイド部材
２０Ｃ　円筒部
２０α，２０β，２０γ　　ガイド部材
２１，２２　　通液口
３０　　球状ブラシ
４０　　洗浄液
５０　　内視鏡
５０ａ　内視鏡先端部
５１　　吸引チャンネル
５２　　送気チャンネル
５３　　送水チャンネル
５４　　鉗子チャンネル
５４ａ　鉗子口
５５　　送気・送水ボタン
５６　　吸引ボタン
５７　　ユニバーサルコード部
５８　　吸引口金
５９　　コネクター部
６０　　送水タンク
６１　　トラップ
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６２　　減圧ポンプ
７０　　支持棒
８０，８０α，８０β，８０γ　　ガイド部
８１　　支持台
８２，８４，８５　　通液口
８６　　ガイド部
８６ａ　内部スロープ
９２　　空間保持部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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